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(57)【要約】
【課題】玉磨き布の交換がパチンコ玉こぼれ落ちの心配
なく容易に行えるようにする。
【解決手段】玉移送ベルト１６と玉磨き布６２とを互い
に対向して配置し、パチンコ玉を玉磨き布６２と玉移送
ベルト１６との間に挟んで玉移送ベルト１６を駆動する
ことによりパチンコ玉を磨きながら移送するパチンコ玉
磨き装置１において、玉移送ベルト１６で移送されたパ
チンコ玉を回転駆動により揚送路４４へ揚送する揚送ロ
ーラ４０を有し、玉移送ベルト１６をパチンコ玉を移送
する面を水平にして配置し、玉磨き布６２を玉移送ベル
ト１６の上方に対向して配置し、玉磨き布６２をパチン
コ玉磨き装置１から取り外し時には揚送路４４内のパチ
ンコ玉は揚送ローラ４０に支持される構成とした。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　玉移送手段と玉磨き布とを互いに対向して配置し、パチンコ玉を前記玉磨き布と前記玉
移送手段との間に挟んで前記玉移送手段を駆動することによりパチンコ玉を磨きながら移
送するパチンコ玉磨き装置において、
　前記玉移送手段で移送されたパチンコ玉を回転駆動により揚送路へ揚送する揚送回転体
を有し、
　前記玉移送手段をパチンコ玉を移送する面を水平にして配置し、
　前記玉磨き布を前記玉移送手段の上方に対向して配置し、
　前記玉磨き布をパチンコ玉磨き装置から取り外し時には前記揚送路内のパチンコ玉は前
記揚送回転体に支持される構成としたことを特徴とするパチンコ玉磨き装置。
【請求項２】
　前記玉移送手段の駆動方向に対して異なる方向にパチンコ玉を案内する案内手段を設け
た請求項１に記載のパチンコ玉磨き装置。
【請求項３】
　使用前の前記玉磨き布がロール状に巻回された送出ローラと、
　モータの駆動により回転駆動して使用済みの前記玉磨き布をロール状に巻き取るための
巻取ローラと、
　前記モータを支持するためのモータ支持ブラケットとを有し、
　該モータ支持ブラケットはパチンコ玉磨き装置に対して固定状態または固定解除状態と
することが可能であって、
　固定状態としたときに前記巻取ローラが固定されモータの駆動が前記巻取ローラに伝達
される構成とし、
　固定解除状態としたときに前記巻取ローラの固定が解除されて前記巻取ローラがパチン
コ玉磨き装置から取り外し可能となるように構成した請求項１に記載のパチンコ玉磨き装
置。
【請求項４】
　前記玉移送手段の上方に前記玉磨き布を対向して配置した範囲の玉移送方向上流側には
、
　前記玉移送手段の上方に玉磨き布を配置せずに開放した範囲を有した請求項１に記載の
パチンコ玉磨き装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技施設で使用されるパチンコ玉を磨くパチンコ玉磨き装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ店など遊技施設で使用されるパチンコ玉の磨き装置として、例えば特許文献１
に開示されたものがある。
　これは、図７に示すように、パチンコ玉の揚送機において、上下方向に掛け回された玉
揚げベルト９０に対向させて、上下方向の玉送り溝９４を備えるガイド９３をスプリング
９５の付勢力で押し付けるようにしたガイドケース９２を配置している。
　玉送り溝９４には玉磨き布９６が敷設されて、玉揚げベルト９０が上方へ移動するに伴
ってガイド９３との間に挟まれたパチンコ玉Ｐが転動し揚送される際に、パチンコ玉が玉
磨き布９６により磨かれる。なお、図中、９７は玉揚げベルトを裏面から支える押さえロ
ーラである。
【特許文献１】特開平９－７３０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
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　上記特許文献１に示した装置では、ガイド９３に敷設された玉磨き布９６は定期的に交
換する必要があるが、ガイド９３を支持するガイドケース９２を開くと玉揚げベルト９０
とガイド９３との間に挟まれている多数のパチンコ玉がこぼれ落ちてくるので、直ちにガ
イドケース９２を開くことができず、開く前にガイドケース対応部分からパチンコ玉を別
途の手段で抜き取らねばならない。しかし、パチンコ玉は玉揚げベルト９０とガイド９３
との間にスプリング９５の付勢力で挟まれているので、通常は新しいパチンコ玉の流入を
阻止した状態で玉揚げベルト９０を駆動して、ガイド９３対応領域のパチンコ玉を揚送す
ることにより当該領域から抜き取ることになるが、短時間に全てのパチンコ玉を抜くこと
は困難で、或る程度のこぼれ落ちは避けられない。
【０００４】
　本発明は、このような従来の問題点に鑑み、玉磨き布の交換がパチンコ玉こぼれ落ちの
心配なく容易に行えるパチンコ玉磨き装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明のパチンコ玉磨き装置は、玉移送手段と玉磨き布とを互いに対向して配置し、パ
チンコ玉を玉磨き布と前記玉移送手段との間に挟んで玉移送手段を駆動することによりパ
チンコ玉を磨きながら移送するパチンコ玉磨き装置において、玉移送手段で移送されたパ
チンコ玉を回転駆動により揚送路へ揚送する揚送回転体を有し、玉移送手段をパチンコ玉
を移送する面を水平にして配置し、玉磨き布を前記玉移送手段の上方に対向して配置し、
玉磨き布をパチンコ玉磨き装置から取り外し時には揚送路内のパチンコ玉は揚送回転体に
支持される構成とした。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、玉磨き布はパチンコ玉を移送する面が水平な玉移送手段の上方に配置
され、揚送回転体が揚送路のパチンコ玉を支持しているので、玉磨き布を交換する際にパ
チンコ玉磨き装置から取り外してもパチンコ玉がパチンコ玉磨き装置からこぼれ落ちるこ
とがなく、パチンコ玉の抜き取り作業を必要としない。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、本発明の実施の形態について詳細に説明する。
　このパチンコ玉磨き装置は、例えばパチンコ台を横方向に並べた遊技島において、パチ
ンコ台列の下方に配置されて各パチンコ台からオーバーフローしたパチンコ玉を回収する
回収タンクと同様にパチンコ台列の下方に設置されて、各パチンコ台へ供給するパチンコ
玉を貯留するためパチンコ台列の上方に配置された上部タンクへ回収タンクのパチンコ玉
を揚送する揚送機の一部を兼ねる。
【０００８】
　図１は実施の形態にかかるパチンコ玉磨き装置１の外観斜視図であり、図２は断面図で
ある。パチンコ玉磨き装置１は基台部１０と、玉磨き布ホルダ５０とから大略構成される
【０００９】
　まず、基台部１０の構成について説明する。図３は、基台部１０の外観斜視図であり、
図４は基台部１０の平面図である。
　基台部１０の側枠１２，１２間には、回転可能な状態で従動プーリ１４、駆動プーリ１
５が支持されており、この従動プーリ１４と駆動プーリ１５にはパチンコ玉を移送するた
めの玉移送ベルト１６が張設されている。駆動プーリ１５は基台部１０の背面側の側枠１
２に取付けられたモータ１８の駆動により回転し、駆動プーリ１５の回転により玉移送ベ
ルト１６が図２の矢印Ａの方向に回転する。玉移送ベルト１６は少なくとも玉を移送する
面、即ち上面側が水平に配設されており、その裏面側にはベルトガイド板２０が設けられ
、玉移送ベルト１６が撓まないようにしている。また、駆動プーリ１５と同軸に、後述の
第２ギヤ４２と噛み合い動力を伝達する第１ギヤ２２を備えており、駆動プーリ１５が回
転すると共に第１ギヤ２２も回転する。側枠１２上端には玉磨き布ホルダ５０を載置する
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ためのホルダ載置部２４を有している。
【００１０】
　基台部１０の図２における左端部には、不図示の回収タンクから供給されたパチンコ玉
をパチンコ玉磨き装置１の玉移送ベルト１６上へ導入するための導入路２６が設けられて
いる。導入路２６は側壁２７、底壁２８から形成される。この導入路２６に、パチンコ玉
を玉移送ベルト１６上にて整列させる整列路３０が連設されている。整列路３０は側壁２
７、整列壁３２によって２列に形成され、その幅はパチンコ玉の直径より広く且つ一個の
パチンコ玉のみが通過可能に設定されている。また、整列壁３２の下端は玉移送ベルト１
６との間に僅かに隙間を有しており、玉移送ベルト１６の駆動に支障がないようにしてい
る。
【００１１】
　整列路３０の下流側（図２における右側）の位置には移送路３４が設けられている。移
送路３４は、複数の仕切壁３５によって２列に形成されており、各仕切壁３５の間隔はパ
チンコ玉の直径より広く且つ一個のパチンコ玉のみが通過可能に設定されている。仕切壁
３５の下端は玉移送ベルト１６との間に僅かに隙間を有しており、玉移送ベルト１６の駆
動に支障がないようにしている。また、仕切壁３５（移送路３４）が玉移送ベルト１６の
駆動方向に対して斜めになるように設けられている。
【００１２】
　移送路３４の下流側（図２における右側）にはアール状ガイド部材３７が設けられてお
り、アール状ガイド部材３７の上部には揚送路部材４５が設けられ、揚送路部材４５は上
方向に延びて上端に出口を有している。アール状ガイド部材３７にはアール状底壁３８と
の間にパチンコ玉を挟持して揚送路４４へ揚送するための揚送ローラ４０が回転可能に取
付けられている。揚送ローラ４０は同軸に第２ギヤ４２を設け、駆動プーリ１５の同軸に
設けられた第１ギヤ２２と噛み合う。即ちモータ１８が駆動することにより、駆動プーリ
１５が回転し、駆動プーリ１５と同軸で回転する第１ギヤ２２、第２ギヤ４２により駆動
が伝達されて揚送ローラ４０が回転する。また、アール状ガイド部材３７は２列の移送路
３４に対応して２列のアール路３６に区画され、同様に揚送路部材４５も２列の揚送路４
４に区画されている。また、揚送ローラ４０は外周がウレタンなどの弾性体で形成されて
おり、その外径は当該揚送ローラ４０とアール状ガイド部材３７のアール状底壁３８との
間に適度の押圧力でパチンコ玉を挟むように設定されている。
【００１３】
　次に、玉磨き布ホルダ５０の構成について説明する。図５は、玉磨き布ホルダ５０の外
観斜視図であり、（ａ）はモータ支持ブラケット７４を閉状態としたときの図であり、（
ｂ）は開状態としたときの図である。
　玉磨き布ホルダ５０の側枠５２上端には、使用前の玉磨き布６２を巻回した送出ローラ
５４を遊嵌する嵌入溝５３、及び使用後の玉磨き布６２を巻き取る巻取ローラ５９を遊嵌
する嵌入溝５８が設けられている。また、両側枠５２，５２上端の両隅角部及び中央には
支持バー６３，６４，６５が設けられ、下端の両隅角部にはガイドローラ８０，８１が設
けられている。また、底板６６の底面にはスポンジやウレタンなどの弾性部材６８が全面
にわたって貼り付けられている。
【００１４】
　側枠５２に取付けられたモータ支持ブラケット７４にはモータ７０が取付けられている
。
モータ支持ブラケット７４は一端がヒンジ７６によって回動可能（開閉自在）に支持され
ており、他端はロック部材７８によって固定される。このロック部材７８は必要に応じて
固定状態としたり、固定を解除した状態としたりすることが容易に可能である。
　また、巻取ローラ５９の一端側には、半径方向に突出した２つのガイドピン５９ａが設
けられており、モータ７０の出力軸には、巻取ローラ５９端部を嵌入する嵌入凹部７２ａ
、及びガイドピン５９ａを嵌合するための切欠７２ｂを設けた接続ジョイント７２が取付
けられており、切欠７２ｂに巻取ローラ５４のガイドピン５９ａが嵌合された状態でモー
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タ７０が駆動することにより巻取ローラ５４が回転する。また、接続ジョイント７２の切
欠７２ｂは、ガイドピン５９ａを嵌入しやすいように端部が斜めにカットされている。
【００１５】
　上記のように構成された玉磨き布ホルダ５０には以下のようにして玉磨き布６２を取付
ける。
使用前の玉磨き布６２を巻回した送出ローラ５４を側枠５２の嵌入溝５３に嵌入させ、玉
磨き布６２を先端から、支持バー６５、ガイドローラ８１を周回させ、弾性部材６８の底
面を通し、ガイドローラ８０、支持バー６３を周回させて巻取ローラ５９に巻回させた後
、モータ支持ブラケット７４を開状態（図５（ｂ）に示す状態）にして、巻取ローラ５９
を側枠５２の嵌入溝５８に嵌入させる。そして、モータ支持ブラケットを接続ジョイント
７２とガイドピン５９ａを嵌合させて閉状態（図５（ａ）に示す状態）としてロック部材
７８で固定する。
　上記のように玉磨き布６２を取付けると、モータ７０が駆動して巻取ローラ５９が回転
することにより、玉磨き布６２が巻取ローラ５９に巻き取られていき、同時に送出ローラ
５４も回転して新しい玉磨き布６２が弾性部材の底面へ送り出される。
　逆に玉磨き布６２を取り外す際には、ロック部材７８の固定を解除しモータ支持ブラケ
ット７４を開状態にすることにより容易に取り外すことができる。
【００１６】
　図６はパチンコ玉磨き装置１の送出ローラ５４が取付けられた部分の縦断面図である。
側枠５２，５２の内側には送出ローラ５４に巻回されたロール状の玉磨き布６２を両側面
から付勢するための付勢板８２，８２が設けられているので、この付勢板８２，８２によ
って玉磨き布６２が必要以上に送出されることを防止できる。この付勢板８２，８２は段
上に折り曲げられたステンレスなどの薄板で形成されており、バネ蝶番などを使用するこ
となく玉磨き布６２を付勢している。また、側面から付勢しているので、ロール状の玉磨
き布６２が送出されることによって外径が小さくなっても変わらない付勢力で付勢できる
。
　上記のようにして玉磨き布６２を取付けた玉磨き布ホルダ５０を基台部１０のホルダ載
置部２４に載置してネジ止めなどで固定し、パチンコ玉磨き装置１が構成される。
【００１７】
　以上のようにして構成されたパチンコ玉磨き装置１の導入路２６へパチンコ玉が導入さ
れると、整列路３０にて２列に整列されながら玉移送ベルト１６上へ誘導され、モータ１
８の駆動により図２の矢印Ａの方向に回転する玉移送ベルト１６により移送路３４へ移送
される。
【００１８】
　移送路３４へ移送されたパチンコ玉は、玉移送ベルト１６と玉磨き布６２との間に弾性
部材６８による適度な押圧力で挟まれてアール路３６へ移送され、モータ１８の駆動によ
り図２の矢印Ｂの方向に回転する揚送ローラ４０とアール状ガイド部材３７のアール状底
壁３８とで挟まれて揚送路４４へ揚送される。パチンコ玉は、移送路３４を移動する間は
転動しながら玉磨き布６２と接触して擦られて磨かれる。
【００１９】
　玉磨き布６２は一定期間静止し、その所定範囲を移送路３４に位置させてパチンコ玉を
磨き、定期的にモータ７０を駆動して巻取ローラ５９を所定角度回転させることにより、
移送路３４に位置させる所定範囲を順次ずらしていく。
【００２０】
　また、移送路３４（仕切壁３５）が玉移送ベルト１６の駆動方向と同方向に設けられて
いると、パチンコ玉が１方向に回転して同一の面しか磨かれなくなるが、本実施の形態に
おけるパチンコ玉磨き装置１の移送路３４（仕切壁３５）は前述のように玉移送ベルト１
６の駆動方向に対して斜めに設けられている。したがって、玉移送ベルト１６がその駆動
方向へ強制的にパチンコ玉を移送させようとしても、パチンコ玉は仕切壁３５に当接して
斜めに案内されるので、パチンコ玉が移送路３４内を旋転しながら移送されて表面の広い
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範囲が磨かれる。また、玉磨き布６２のパチンコ玉を磨く面が斜めになるので、モータ７
０を駆動させて玉磨き布６２の移送路に位置させる範囲を移動させる際に、移送路３４の
長さ分（玉磨き布ホルダ５０の底面板の長さ分）移動させる必要はなく、使用済みの部分
が次にパチンコ玉が当接する範囲にかからなくなる最低限の距離だけ移動させればよい。
【００２１】
　パチンコ玉磨き装置１の移送路３４入り口にはガイド板３１が設けられており、パチン
コ玉が多量に導入されても、パチンコ玉が重なった状態で玉移送ベルト１６と玉磨き布６
２との間に挟み込まれることはない。また、玉移送ベルト１６の移送面は玉磨き布６２が
配置される範囲よりも上流側（図２における左側）に長く設定されている。即ち整列路３
０は上方が開放されており且つ底面は玉移送ベルト１６により移動しているので、玉移送
ベルト１６に面したパチンコ玉即ち最下段のパチンコ玉のみが移送され、重なったパチン
コ玉を均す効果を増大している。
【００２２】
　また、玉磨き布６２を交換する際などに玉磨き布ホルダ５０をパチンコ玉磨き装置１か
ら取り外しても、アール路３６にて揚送ローラ４０とアール状ガイド部材３７のアール状
底壁３８との間でパチンコ玉が挟持されているので揚送路４４内に残ったパチンコ玉が移
送路３４内に進入することはなく、移送路３４も略水平に設けられているので移送路３４
内のパチンコ玉がこぼれ落ちることがない。したがって、玉磨き布６２を交換する際にパ
チンコ玉磨き装置１内のパチンコ玉を抜き取る必要がない。
【００２３】
　移送路３４に位置させる玉磨き布６２の範囲をずらすモータ７０を装着するモータ支持
ブラケット７４は、一端がヒンジ７６により回動可能に支持され、他端がロック部材７８
により固定状態と固定解除状態とにすることができるので、玉磨き布６２の交換を容易に
行うことができる。また、モータ支持ブラケットは一端をヒンジ７６により支持する構成
としたが、これに限定されず、両端をロック部材７８により固定状態と固定解除状態にで
きるように構成するなどして、モータ支持ブラケット７８をパチンコ玉磨き装置１から取
り外せる構成とすることもできる。
【００２４】
　そして、モータ１８の駆動により回転する駆動プーリ１５が同軸に第１ギヤ２２を備え
、当該第１ギヤ２２が揚送ローラ４０と同軸の第２ギヤ４２と噛み合っているので、玉移
送ベルト１６の回転と揚送ローラ４０の回転を１つのモータ１８により行うことができる
。
【００２５】
　なお、実施の形態では、玉移送ベルト１６が発明における玉移送手段を、揚送ローラ４
０が発明における揚送回転体を、仕切壁３５が発明における案内手段を夫々形成している
。また、整列路３０、移送通路３４、アール路３６、揚送路４４を２列としたが、これに
限定されず、任意の列数とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】パチンコ玉磨き装置の外観斜視図である。
【図２】パチンコ玉磨き装置の縦断面図である。
【図３】基台部の外観斜視図である。
【図４】基台部の平面図である。
【図５】玉磨き布ホルダの斜視図である。
【図６】玉磨き布ホルダの送出ローラが取付けられた部分の縦断面図である。
【図７】従来例を示す図である。
【符号の説明】
【００２７】
　　１　　パチンコ玉磨き装置
　１０　　基台部
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　１２　　側枠
　１４　　従動プーリ
　１５　　駆動プーリ
　１６　　玉移送ベルト
　１８　　モータ
　２０　　ベルトガイド板
　２２　　第１ギヤ
　２４　　ホルダ載置部
　２６　　導入路
　２７　　側壁
　２８　　底壁
　３０　　整列路
　３１　　ガイド板
　３２　　整列壁
　３４　　移送路
　３５　　仕切壁
　３６　　アール路
　３７　　アール状ガイド部材
　３８　　アール状底壁
　４０　　揚送ローラ
　４２　　第２ギヤ
　４４　　揚送路
　４５　　揚送路部材
　５０　　玉磨き布ホルダ
　５２　　側枠
　５３　　嵌入溝
　５４　　送出ローラ
　５８　　嵌入溝
　６２　　玉磨き布
　６３～６５　　支持バー
　６６　　底板
　７０　　モータ
　７２　　接続ジョイント
　７２ａ　　嵌入凹部
　７２　　切欠
　７４　　モータ支持ブラケット
　７６　　ヒンジ
　７８　　ロック部材
　８０，８１　　ガイドローラ
　８２　　付勢板
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